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出生 66人

死亡 31人

婚姻 30件

雌婚 5件

十
幹
線
街
路
の

完
成
近
し

市
街
を
横
断
す
る
懸
案
の

二
十
二
メ

ー
ト

ル
重
要
幹
線
街
路
は
、
火
災
復
興

都
市
計
画
土
地
区
画
挫
理
事
業
に
よ
っ

て
工
事
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
が
、
い

よ
い
よ
今
年
度
中
に
は
完
成
す
る
こ

と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
二
十
二

メ
ー
ト
ル
道
路

は、

中
央
通
り
か
ら
田
方
町
三

叉
路
に
至
る
お
よ
そ
三
五
0
メ

ー
ト

ル
を
貫
通
し、

市
役
所
前

通
り
と
結
ぶ
も
の
で
、
今
年
の

4
月
ま
で
一
七

0
メ
ー
ト
ル
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
が
、
東
小

路
l
田
方
町
間
約
一
八

0
メ
ー

ト
ル
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

現
在
は
こ

の
部
分
の
家
屋
の

移
転
や
取
こ
わ
し
工
事
が
、
関

係
者
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
順
調

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
と
電
鉄
魚
津
駅
前
か
ら

田
方
町
の
二
十
二

メ
ー
ト

ル
線

を
結
ぶ
友
道
|
馬
出
町
道
路
約

六
十
六
メ

ー
ト
ル
は
、
将
来
巾

報広市津魚

メ

ト
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員
十
五

メ
ー
ト

ル
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と

が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で、

と
り

あ
え
ず
片
側
を
拡
げ
る
よ
う
話
合
い
が

す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す
る
と
魚
津
市
の
玄
関

常
任
委
員
な
ど
き
ま
る

だり議会長女1~~\ll渓
マ
・:
5
月
臨
時
市
議
会

は、

去
る
5
月
引
日
招
集

さ
れ
、
専
決
報
告
三
件
を

承
認
し
ま
し
た
。
ひ
き
つ

づ
き
正
副
議
長
の
選
挙
に

、j・
入

り

、

議
長
に
木
田
正
信

唱

河

一

氏

、

副
議
長
に
藤
井
秀
信

'J
、EM
L
-

別
煽

一

氏
を
選
び
ま
し
た
。

9
便
一

マ
:
・
ま
た

6
月
刊
日
招

年
郵
一

気

幻
種
一

集
の
定
例
市
議
会
は
、
昭
和
初
年
度
歳

和
3
一
入
歳
出
更
正
予
算
、
市
税
条
例
の
一
部

昭
第
一
，

i
¥
一
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定
、
農
業
指
導

一所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

一
設
定
等
の
議
案
に
つ

い
て
慎
重
審
議
さ

一
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し

〉

一
た
。
そ
の
ほ
か
常
任
委
員
等
の
議
会
役

け
一

員
の
選
出
に
入
り
、

次
の
と
お
り
役
員

の
改
選
を
行
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
委
員

〈

O
は
委
員
長

O
は
副
委
員
長
〉

総
務
委
員
会

。
奥
村
順
平
、

O
朝
野
治
作
、
河
崎

直
義
、
浦
田
与
て

大
島
信
夫
、
宮

内
吉
次
郎
、
森
野
宮
治

建
設
委
員
会

。
稲
垣
文
吉
、

O
細
川
繁
次
郎、

後

藤
広
作
、

窪
田
杉
次
郎
、
長
田
喜
三

右
エ
門
、

島
谷
政
隆
、
西
浦
三
郎
、

宮
崎
直
三

産
業
経
済
委
員
会

。
大
崎
利
吉
、
O
小
坂
作
次
郎
、

大

久
保
松
治
、
藤
井
秀
信
、
野
崎
栄
吉

小
林
正
木
、
関
口
昌
次
、
関
口
作
平

文
教
厚
生
委
員
会

。
佐
伯
新
作
、

O
南
保
金
作
、
千
田

源
次
郎
、
河
崎
浅
之
助
、
若
島
正
敬

口
と
し
て

装
い
を
新
た
に
す
る
わ
け

で
、
輸
送
力
の
ス
ピ
ー
ド
化
と
交
通
の

混
雑
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
き

な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
総

事
業
費
は
三
、
四

O
O万
円
の

見

込

み。
(
写
真

進
め
ら
れ
て
い
る

家
屋
の
移
転
)

本
田
正
信
、
長
谷
川
作
次
郎

臨
時
出
納
立
会
議
員

河
崎
直
義
、
小
林
正
木
、
野
崎
栄
古

都
市
計
画
審
議
会
委
員

長
谷
川
作
次
郎、

長
田
喜
三
右
エ
門

関
口
昌
次

監
査
委
員
に
同
意
さ
れ
た
も
の

大
島
信
夫
一あ

い

さ

つ

…

議

長本

田

正

信

過
日
の
議
会
に

お
き
ま
し
て
、

不

肖
私
が
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
光
栄
に
存
ず
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。素
よ
り
浅
学
非
才
、
そ
の
器
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、

寛
容
と
忍
耐
を
も
っ
て

明
朗
な
市
政
と
誠
実
な
議
会
運
営
を
は

か
る
と
と
も
に
、
つ
と
め
て
世
論
に
傾

聴
し
て
、
皆
様
の
声
を
議
会
に
反
映
せ

し
め
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。何
と
ぞ
旧
に
倍
し
て
ご
指
導
、
ご
鞭

撞
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
て
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
副

議

長

藤

井

秀

信

不
肖
私
が
今
度

議
会
の
推
挙
に
よ

り
ま
し
て
、
副
議
長
に
就
任
い
た
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

素
よ
り
浅
学
非
才
そ
の
器
に
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
虚
心
担
懐
、
新
議
長
に
協

力
し
て
、
市
政
発
展
に
微
力
を
つ
く
す

と
と
も
に
、

議
会
人
と
し
て
の
使
命
を

果
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
市
民

の
皆
様
の
心
か
ら
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
念
願
し
て
就
任
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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家蓄伺認と頭失の
き註移

第
十
回
市
民
体
育
大
会

は、

7
・月
お
日
(
日
)
西

』
ヘ

一

部
中
学
校
ほ
か
、
六
会
場

一
，
こ

で
ひ
ら
き
ま
す
o

出
場
希

書
同

l
望
者
は
、
7
月
刊
日
ま
で

1

日

数
育
委
員
会
へ
申
込
ん
で

体

3
く
だ
さ
い
。
な
お
こ
の
大

l

・，

r
4

会
は
8
月
に
行
わ
れ
る
県

民

一

体

予
選
を
か
ね
て
い
ま
す

-
3

種
目
と
会
場
は
次
の
と

・I

お
り
。

お
日
リ
開
会
式

(
束
中
〉
午
前
9
時

水
泳
競
技
(
西
中
プ

l

y
〉
野
球

(

西
中
)
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
(
大
町
小
〉

軟
式
庭
球

(
市
営
コ

l

ト
)
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
(市
営
コ
l

ト
)
バ
ス

ケ
ッ

ト
ポ
l

w

(
魚
高
体
育
館
)
相
撲

(

西
中
)
柔
道
(
大
町
小
〉
剣
道

(
大

町
小
)
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
(
村
木
小
〉

卓
球
(
西
中
)
陸
上
競
技
(
束
中
)

A 
2ミ

モ
ー
タ
ー
以
外
に
は
み
る
も
の
も
な
く

農
作
業
は
ほ
と
ん
ど
手
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
機
械
化
は
急
速
に
の
び
、

農
耕
の
様
式
が
一
変
さ
れ
ま
し
た
。

使
わ
れ
て
い
る
お
も
な
農
機
具
は

動
力
耕
伝
機
六
一
九
、
米
穀
乾
燥
機

三
六
、
動
力
撒
粉
機

一
O
一一、

動
力

創
建
機
九

O
、
発
動
機
四

一
八
、

動

力
カ
ッ
タ

ー
一
一
一一二
、
動
力
噴
霧
機

一
O
O
、
動
力
製
縮
機
一

四
O
、
モ

ー
タ
ー
一
、
五
四

二

年度別の農家数人口、耕地

|年 I農家数I人口 I総面積耕| 悶 | 畑地|樹問地
p 人 IU] 1111 IUJ IH J 

28 2，981 18，089 2，690 2，452 189 49 

30 2，980 18，011 2，705 2，457 199 49 

32 2，967 17，526 2，713 2，465 206 42 

34 2，958 17，221 2，746 2，472 226 48 

36 2，915 16，427 2，748 2，475 219 54 

7.DI 

タl

魚
津
漁
協
の

鮮
魚
荷
さ
ば
き
所

近

く

建

設

魚
津
漁
業
協
同
組
合
の
荷
さ
ば
き
所

は
、
昭
和
什
年
頃
に
建
設
さ
れ
ま
し
た

が
老
朽
が
甚
だ
し
か
っ
た
の
で
、
か
ね

て
水
産
庁
に
対
し
て
建
設
の
申
請
を
し

て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
補
助
金
に

つ
い
て
内
報
が
あ
り
、

7
月
中
旬
か
ら

工
事
に
着
工
す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た

こ
の
建
物
の
規
模
は
、

階
下
七

ニ
O

平
方
米

(
二
四

O
坪
〉
を
荷
さ
ば
き
所

と
し
、

階
上
二
八
八
平
方
米
(
一

O
O

坪
〉
を
魚
具
倉
庫
お
よ
び
魚
函
倉
庫
と

し、

鉄
骨
造
り
の
近
代
的
な
建
物
と
す

る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
工
事
費
は

て

三

O
O
万
円
で
、

う
ち
園
、
県
、
地
元
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分

の一

づ
っ
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

消
防
法
の
改
正

消
防
法
の
一
部
が
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

。
五
O
人
以
上
の
人
が
い

る
建
物
に
は
防
火
管
理

者
を
き
め
て
届
け
で
て

く
だ
さ
い
。

〈〉
興
行
場
や
キ
ャ
バ
レ
ー

ア
パ

ー
ト
、

飲
食
庖
、
病
院
、

工
場

学
校
、
事
務
所
等
で
き
め
ら
れ
た
大

き
さ
の
建
物
に
は
消
火
器
、
非
常
瞥

報
設
備
、
避
難
設
備
な
ど
の
消
防
設

備
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
ま
で
の
建
物
で
、
す
ぐ
で
き
な

い
も
の
は
、

届
出
を
す
れ
ば
二
年
ま

で
は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

お知ら辻三三水

族

舘

引
日
か
ら
夜
間
関
舘

水
族
館
は

7
月
引
日
か
ら
8
月
引
日

ま
で
夜
の
9
時
ま
で
開
館
し
ま
す
。
夏

の
夜
の
納
涼
に
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

な
お
雨
天
荒
天
の
と
き
は
閉
館
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

B
U
 

経
国
海
水
浴
場

び
ら
き

1
9
日
l

経
田
海
水
浴
場
び
ら
き
は

7
月
9
日

(
日
)
午
前
9
時
か
ら
行
い
、
宝
探
し

相
撲
大
会
な
ど
の
催
し
も
の
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
海
水
浴

の
期
間
中
は
、
地
鉄
電
車
の
急
行
も
経

団
駅
で
停
車
し、

電
車
賃
も
二
割
引
さ

れ
ま
す
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
計
量
器
は

来
年

1
月
か
ら

使
え
な
く
な
り
ま
す

例
え
ば

・
尺
の
目
盛
と
メ
ー
ト
ル
の
目
盛
と

両
方
の
つ
い
た
も
の
さ
し

・
イ
ン
チ
の
目
盛
と
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
の
目
盛
と
両
方
つ

い
た
巻
尺

・
貫
の
目
盛
と
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
目
盛

と
両
方
の
つ
い
た
は
か
り

・
ポ
ン
ド
の
目
盛
と
グ
ラ
ム
の
目
盛

と
両
方
つ

い
た
は
か
り

・
こ
の
ほ
か
メ

ー
ト
ル
系
の
目
盛
と

メ
ー
ト
ル
系
以
外
の
目
盛
と
両
方

が
一
つ
の
計
量
器
に
つ
い
て
い
る

計
量
器
は
、
規
則
に
よ
っ
て
昭
和

訂
年
1
月
1
日
以
後
は
使
用
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

・
そ
れ
ま
で

に
メ

ー
ト
ル
系
の
目
盛

だ
け
の
計
量
器
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。
改
造
で
き
る
も
の
は
、

計

量
器
の
製
造
事
業
者
ま
た
は
修
理

事
業
者
に
依
頼
し
て
、
今
年
の
ロ

月
末
ま
で
に
メ
ー
ト
ル
系
の
目
盛

だ
け
に
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

住
所
が
変
っ
た
ら

必
ら
ず
住
民
登
録
を

新
た
に
転
入
さ
れ
た
と
き
や
住
居
が

変
っ
た
と
き
は
、
必
ら
ず
住
民
登
録
を

し
ま
し
ょ
う
。

登
録
は
市
民
課
で
行
い

ま
す
か
ら
印
鑑
を
持
っ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

(飯
米
通
帳
お
よ
び
転
出
証
明
書
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
)

N
H
K
ラ
ジ
オ
体
操
の
会

日

日

村

木

小

で

全

E
校
法

市
お
よ
び
教
育
委
員
会
、
郵
政
省
簡

易
保
険
局
、
N
H
K
が
共
催
で
、
夏
期

ラ
ジ
オ
体
操
の
会
(
講
師
、
紅
林
武
男

〉
が
、

7
月
日
日
(
木
)
村
木
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
体
操
会
の
模
様
は
、
午
前
6
時

犯
分
と

8
時
日
分
か
ら
の
二
回
、

N
H

K
か
ら
全
国
放
送
さ
れ
ま
す
。

体
位
向
上
の
た
め
に
も
多
く
の
参
加

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
盛
大
な
体
操

会
に
し
た
い
も
の
で
す
。
な
お
当
日
は

第
一
回
は
午
前

5
時
刊
分
、
第
二
回
は

7
時
刊
分
ま
で
に
会
場
に
お
集
り
く
だ

さ
い
。
雨
天
の
場
合
は
講
堂
で
行
い
ま

す。
国
税
、
地
方
税
の
納
期
は

7
月、

8
月
、
山
月
、
什
月
と
続
き
ま
す

…

税
金
を
納
め
や
す
く
す
る
た
め
に
…

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
ま
し
ょ

…

k
J

〆。

魚

津

税

務

署

魚
津
県
税
事
務
所

魚

津

市

所
得
税
第
一
期
分
の
納
期
は

7
月
…

末
ま
で
で
す
。

期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う
早
自
に
…

納
税
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

今

月

の

市

税

国
民
健
康
保
険
税
二
期
介

-

固
定
資
産
税
二
期
介

納

期

7
月
引
日

自衛官募集

7月 15日まで

18--25才未満

7月中

8月下旬から

初任給 7.600円

衣食支給

くわしいことは

市民課へ…...

陸
i布 し i 海
jくま本; 空
:だ し号 j受 付
:さすこは:
jる。 ii資格
:よで日 j試験
jうきに:
: ;おる市 j入隊

:願だ役 j待遇
jい け 所;
:し早を j
iまく発 j
jす 配送 j
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国民年金保険料

納付の検印

ことしの4月から施行になった拠出精1]国民
年金の掛金は、普通掛金の場合、年金印紙を

買って手l隈にはり、検印を受けて始めて保険

料の納付済みとなります。

4.5.6月分の納期は7月末ですが、 検印
は次のように行いますので、お忘れのないよ

う注意してください。

。上中島、松倉、上野方、片貝、経団、 天神

西布施地区は各連絡所で7月 1日から31日

まで、日を定めて行いますo

。下中島、下野方、 加積、道下地区は、それ

ぞれの公民館で、日を定めて係員が出張し

て行います。

。魚津地区は、市社会福祉事務所で7月 1日

から31日まで行いますD

なお、都合で定められた日にできなかった

場合は、何時でも市社会福祉事務所で検印を

受けられます。

道
路
の
舗
装
進
む

大
町
な
ど
四
ケ
所

水
族
舘
前
か
ら
水
道
課
前
十
字
路
を

経
て
魚
津
郵
便
局
に
至
る
約
七
三

O
米

(写真大町通りの舗装〉

(
巾
員
五、

五
米
)
は
、
こ
の
ほ
ど
土

木
出
張
所
に
よ

っ
て
五
六

O
万
円
で

ア

ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
に
着
工
し
ま
し
た
。

こ
の
道
路
は
以
前
に
舗
装
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
水
道
管
、
電
話
ケ

1
プ
ル

線
の
取
付
と
ひ
ん
ぱ
ん
な
交
通
で
荒
廃

し
た
も
の
で
す
。

ま
た
二
十
ご
米
道
路
は
、
日

カ
工
場

前
か
ら
中
央
通
り
ま
で
八

O
O米
の
う

ち
、
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
村
木
十
字
路

附
近
一

O
O
米
、
日
カ
工
場
前
一
八

O

米
が
四
五

O
万
円
で
工
事
に
着
工
し
ま

し
た
。
こ

の
ほ
か
魚
津
駅
ガ
1
ド
か
ら

村
木
小
学
校
横
に
至
る
三

O
O
米

(
巾

員
七
米
)
と
魚
津
生
地
線
の
経
団
地
区

三
O
O米
(
巾
員
五
、
五
米
〉
が
舗
装

工
事
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

……
…
三
3
3……一時一三三一陸軍一

山一一
位
二
%
一
五
三
一
一
一
ぶ
誠
一
山
…
一
家
一
…
一
一
湖
沼
…
…
一
一
…
一
液
型
己
ヨ
ヨ
作
業

親
の
無
理
解
な
ど
が
原
因

似

非
行
少
年
の
増
加
は
、
全
国
的
に
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
て
か
ら

m

m

相
当
の
年
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
そ
の
数
は
増
加
の
一

途
を

ω
1
2
 

m

た
ど
っ
て
い
ま
す
。

W

魚
津
市
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
少
年
の
し
て
い
る
結
果
、
こ
の
よ
う
な
犯
行
の

非
行
は
増
え
、
最
近
の
統
計
で
は
刑
法
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
が

一
番
多
く

犯
だ
け
で

、

そ

の

ほ

か

無

理

解

、

ふ

し

だ

ら

な

親

の

同
才
以
上

川
才

未

満

行

状

、
家
庭
不
和
、
厳
格
過
ぎ
る
等
が

昭
和

M
年

三

O
人

一

九

人

原

因

と

な

っ

て

い

ま

す
。

。

ぉ
年

三

八

人

一

六

人

市

民

の

皆

様
、
可
愛
い
い
少
年
達
が

。

何
年
前
倒
)
四

一

人

=

二

人

楽
し
み
の
夏
休
み
も
間
近
か
に
な
り
ま

に
な
っ

て
お
り
、
本
年
は
急
激
な
増

し
た
が
、
こ

の
期
聞
は
、

一
番
不
良
化

加
を
示
し
、
と
く
に
年
令
が
低
下
し

て

す

る
時
期
で
す
か
ら
、

家
庭
で
は、

次

い
る
こ
と
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

の
点
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い。

こ
の
数
字
は
、
瞥
察
が
取
扱
っ
た
も

O
じ
よ
う
ず
な
ほ
め
方
と
正
し
い
叱
り

の
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
ど
れ
だ
け
か
た
。

(
小
さ
い
と
き
、

親
や
他
人

の
非
行
少
年
が
い
る
か
わ
か
ら
な
い
現
に
叩
か
れ
た
子
は
、

大
き
く
な
っ
て

状

で

す

。

暴

行

、
傷
害
そ
の
他
の
犯
行
を
犯
す

お

も

な

犯

行

こ

と

が
多
い〉

こ
の
う
ち
学
校
へ
行
っ
て
い
る
少
年

。
約
束
十
.
守
る
家
庭
を
つ
く
る
。

の
非
行
事
犯
の
実
例
を
紹
介
し
ま
す
と

O
両
親
も
子
ど
も
の
仲
間
入
り
を
し
て

ム
昨
年

8
月
か
ら
本
年

1
月
ま

で

、

小

遊

ぶ。

中
学
生
一

七
人
が
、
某
視
泉
か
ら
さ

O
何
ご
と
も
気
安
く
話
す
子
に
育
て
る

い
銭
、
ス
キ
l
等
を
盗
ん
だ
事
件

。
家
庭
の
数
育
方
針
は
全
員

一
致
で
。

ハ
こ
の
う
ち
三
人
が
別
に
市
内
雑
貨

(
家
庭
は
大
事
な
激
育
の
機
関
で
あ

庖
か
ら
革
手
袋
、
靴

下

等

を

盗

む

)

る

)

ム
4
月
中
、
六
回
に
わ
た
り
中
学
生
七

O
ど
の
子
も
偏
愛
に
な
ら
な
い
よ
う
に

人
が
、
菓
子
卸
商
の
倉
庫
か
ら
果
物

。
学
校
、
職
場
と
の
連
絡
。

菜
子
類
を
大
量
に
盗
ん
た
事
件

(
倉

(
魚
津
瞥
察
署
〉

庫
の
錠
は
、
釘
の
先
を
つ
ぶ
し
、
ム口一

・・
:
l
・
t
・-
-
1
・
I
l
-
-
-
l
l
E
・E
・
-
-

鍵
に
使
用
)

一
国
・
・

L?Er--プ
少

E

}

r

E

i

p

「
:

ι

、
，
J

ミ
由
幽
所
{
農
業
蚤
テ
コ
ハ
ノ
辰
也
、
ミ
寄
与

ム
4
月
中
、
中
学
生
四
人
が
さ

3
-町
薗

闘

志

当

否

粧

モ

に

σ，
ぃ
務
盛
ノ
F
U
d
i
n
t一J

不
足
し
た
と
い
っ
て
、
食
料
品
広
六

回

圃

導

ザ

J
-
J
J
Y
J
(
1
1
1
d

f

-

!

粁
で
、
数
回
に
わ
た
り
一
人
が
五
円

団

組

指

り

生

舌

攻

善

に

も

一

役

一

'4・
セ

Z
-
J
J

・-rL
，
、=
3

・

Jt

の
キ
ヤ
ラ
メ

w
一
ケ
を
買
う
隙
に
、

一
闘
車
副

長
ト
N

i

f

-

-

i

・

4

，

り
ん
ご
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
チ
ユ

1
イ

由

歯

齢

制

農

業
指
導
所
は、

体
の
総
合
的
な
指
導
施
設
と
し
て
の
機

，
ム
等
を
盗
ん
た
事
件
等
、
集
団

一
聞

焔

幽

)

農
家
の
方
が
気
が
る
能
を
果
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

叫

智
能
的
な
事
件
の
ほ
か
、

一
園
田

-

G

に
立
ち
よ
り
、

農
業

同
所
に
は
、
市
の
農
業
関
係
技
術
者

ム
5
月
に、

会
社
事
務
所
へ
少
年
が
入

一
に
つ

い
て
の
相
談
を
う
け
た
り
、
市
の

県
の
農
業
改
良
普
及
員
十
四
名
が
お
り

っ
て
、
机
の
上
に
あ
っ
た
財
布
か
ら

一農
業
を
ど
う
い
う
方
向
に
も
っ
て
ゆ
く
連
絡
を
と
り
な
が
ら
農
業
の
指
導
と
研

五
O
O円
、
ま
た
友
達
の
家
で
隙
を

一
か
な
ど
す
調
査
検
討
し
、
農
繋
指
導
の

究

に

あ
た

っ
て
い
ま
す
。

み
て
輿
の
間
に
あ

っ
た
手
提
金
庫
か

一
中
心
と
な
る
も
の
で
、

暫
定

的

に

旧

下

農

業

セ

ン

タ

ー

ら
九
一

O
O
円
盗
ん
だ
事
件
。

一
野
方
小
学
校
跡
に
設
け
ま
し
た

。

待

望

の
農
業
セ
ン
タ

ー
(
木
造
二
階

ム
中
学
二
年
生
が
、
4
月
日
日
家
出
し

一

し
か
し
、
地
理
的
な
関
係
で
、
じ
ゅ

山

汽
車
に
乗

っ
た
際
、
乗
客
の
財
布
(
一
う
ぶ
ん
そ
の
機
能
を
だ
せ
な
い
の
で
、

五
ニ

O
O円
在
中
〉
を
盗
ん
だ
事
件

一
国
道
八
号
線
沿
い
に
建
設
計
画
を
す
す

…

ム
小
学
三
年
生
が
他
人
の
家
へ
入
っ

て

一
め
て
い
ま
し
た
が
、
新
農
村
建
設
計
画

一

五
O
O円
、
お
宮
の
さ
い
銭
箱
か
ら

一
の

一
つ
と
し
て
農
業
セ
ン
タ

ー
の
新
設
m

数
百
円
盗
ん
た
事
件
。

一
と
と
も
に
こ
の
ほ
ど
同
所
に
う
つ
り
ま

ム
小
学
五
年
生
が
、
会
社
員
の
留
守
宅

一
し
た
。

へ
三
回
に
わ
た
っ
て
中
連
窓
か
ら
入

一

指
導
所
の
お
も
な
仕
事
と
し
て
は

っ
て
八
七

O
O円
盗
ん
た
事
件
。

一

・
水
稲
の
展
示
闘
場
を
設
け
て
、

栽
培
J

等
が
あ
り
ま
す
。

一

改
善
の
資
料
と
す
る
。

以
上
は
窃
盗
事
件
だ
け
を
あ
げ
ま
し

一
・
果
樹
栽
格
指
導
奨
励
の
た
め
調
査
研

一

た
が
、

こ
の
ほ
か
暴
行
、
傷
害
、
詐
欺
一
究
。

恐
喝
事
件
等
が
あ
り
ま
す
。

一

・
そ
さ
い
の
指
導
奨
励
と
青
果
物
の
生
F

明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
協
力
を

一

産
販
売
等
、
流
通
対
策
の
た
め
の
調

非
行
少
年
は
、
本
年
に
入
っ
て
急
激
一
査
指
導
。

に
ふ
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
悶
を
調
一

・
病
虫
害
の
発
生
を
予
察
す
る。

べ
て
み
ま
す
と
、
親
達
が
少
年
を
放
任
一
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
は
農
繁
団

ー
占v

e

室・多

、江
↑

研
建
、
工
費
四
五

O
万
円
)
は
、
去
る
6
月

没

潜

辺

日

に
竣
工
式
を
あ
げ
ま
し
た
。
そ
し

イ

制

て

市

の
撃
未
振
興
計
画
に
も
と
ず
き
、

タ
.生

農

業

の
飛
躍
的
発
展
を
は
か
る
た
め
、

ン…
た
主
と
し
て
農
業
技
術
の
研
修
、
土
壊
の

h
…以

調

査
、
生
活
改
善
の
研
修
、
農
事
相
談

膨

わ
お
よ
び
家
畜
の
人
工
授
精
を
行
っ
て
農

た
を

業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い

し
所

f
「
。

成
…台

:

'!

完
・ル

セ
ン
タ

ー
の
施
設
を
利
用
し
て
す
る

下
デ
仕
事
と
し
て
は

一
で

・
土
康
調
査

土
壌
調
査
に
必
要
な
ア
ン
モ
こ
ア
発

マ
ツ
シ
ユ

ル
ー
ム
の
栽
培

ー

農
閑
期
の
有
効
利
用
が

で
き
る

|

げ
て
い
ま
す
。

収
接
さ
れ
た
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー

ム
は
、

比
較
的
高
価
に
売
れ
、
直
ち
に
現
金
収

入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
主
な
作
業
は、

農
閑
期
の
7
・
8
月
お
よ
び
什
・
ロ
月

マ
ツ
シ
ユ
戸

1

ム

(
西
洋
松
茸
〉
に

つ
い
て
の
関
心
が
、
全
国
的
に
高
ま
り

各
地
で
は
副
業
と
し
て
栽
培
を
は
じ
め

る
農
家
が
ふ
え
て
き
ま
し
た
ι

こ
れ
は

人
工
堆
肥
に
よ
り
栽
培
で
き
る
こ
と
、

専
業
栽
培
よ
り
農
家
の
副
業
栽
培
で
成

功
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

マ
ツ
シ
ユ
戸
l

ム
は、

現
在
雄
一詰
と

し
て
欧
洲
諸
国
、
東
南
ア
ジ
ア
等
に
輸

出
さ
れ
、
そ
の
生
産
は
、
需
要
に
近
づ

か
な
い
現
況
で
す
。

市
内
に
お
い
て
も
、
昨
年
秋
作
、
今

年
春
作
と
試
作
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
稲

わ
ら
を
材
料
に
し
て

い
る
の
で
経
費
が

殆
ん
ど
か
か
ら
ず
、
ま
た
収
穫
し
た
後

の
廃
床
堆
肥
は
、
良
質
な
速
効
性
有
機

質
肥
料
と
な
り
こ
れ
を
た
ば
こ
や
そ
さ

い
類
に
施
す
と
非
常
に
よ
い
効
果
を
あ

。
学
生
に
か
か
る
被
保
険
者
証
の
交
付

の
特
例
市
内
に
住
所
を
有
す
る
被
保
険
者

で
、
修
学
の
た
め
住
所
を
離
れ
て
い

て、

国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者

証
を
受
け

て
い
な
い
方
は
、
円
十
く

届
出
て
被
保
険
者
証
を
受
け
て
く
だ

生
量
調
査
器
具
、
酸
化
還
元
電
位
測

定
器
具
な
ど
を
そ
な
え
、
土
質
の
改

良
や
肥
料
設
計
を
た
て
る
資
料
に
す

る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
農
産
物
の

増
産
に
役
立
て
ま
す
。

・
生
活
改
善

生
活
改
善
を
す
す
め
る
た
め
、
セ

ン

タ
ー
に
モ

デ
ル
'
台
所
を
設
け
、
台
所

改
善
の
参
考
と
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
を
利
用
し
て
、
農
家
婦
人
層
を
対

象
に
料
理
講
習
会
や
栄
養
食
の
普
及

に
つ
と
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す

ま
た
作
業
衣
の
展
示
や
ス
ラ

イ
ド
を

利
用
し
て
婦
人
座
談
会
も
普
及
員
に

よ
っ
て
実
施
し
ま
す。

・
家
畜
の
人
工
授
精

人
工
授
精
に
必
要
な
器
具
を
そ
な
え

乳
牛
、
和
牛
、
豚
の
人
工
授
精
を
行

い
、
畜
産
の
奨
励
を
は
か
る
こ
と
に

し
て
お
り
、
現
在
は
富
山
県
東
部
家

畜
保
健
衛
生
所
よ
り
牛
の
精
液
を
購

入
し
て
希
望
農
家
に
授
精
し
て
い
ま

す
。
料
金
は
乳
牛
、
豚
一
、
四
五

O

円
、
和
牛
一
、
一
五

O
円
に
き
ま
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

農
業
研
修

用
器
具
や
図
書
室
の
充
実
、
家
畜
の
増

加
に
と
も
な
う
人
工
授
精
施
設
の
整
備

お
よ
び
一
部
家
畜
の
診
療
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
い
0

0
旅
行
者
等
に
か
か
る
別
個
の
被
保
険

者
証
の
交
付

被
保
険
者
が
、
旅
行
、
出
稼
ぎ
、

出
張
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
、
住

所
を
長
期
に
離
れ
る
場
合
は
、
特
別

の
被
保
険
者
証
を
交
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

。
病
気
や
、
け
が
で
医
師
の
診
断
を
受

け
る
場
合
は
、
必
ら
ず
被
保
険
者
証

を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

。
4
月
1
日
か
ら
出
生
、
死
亡
さ
れ
た

被
保
険
者
で
、
ま
だ
届
け
出
も
せ
ず

出
生
、
死
亡
の
費
用
と
し
て
一
、

0

0
0円
を
ま
だ
受
領
し
て
い
な
い
方

は
印
鑑
と
被
保
険
者
証
を
持

っ
て
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

に
で
き
る
の
で
、
農
作
業
の
過
重
に
な

ら
ず
農
閑
期
の
有
効
利
用

が

で

き

ま

L
9
。マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
の
利
用

マ
ッ
シ
ュ
ル

ー
ム
は
、
た
ん
白
源
と

し
て
肉
類
に
匹
適
し
、
通
常
野
菜
よ
り

は
る
か
に
多
い
。
ビ
タ
ミ
ン

B
の
含
有

量
は
ホ

1

レ
ン
草
や
ト
マ
ト
の
十
倍
も

あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

C
は
柑
き
つ
類

に
及
ば
な
い
が
、
そ
れ
で
も
他
の
野
菜

よ
り
多
い
。

マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
は
洋
式
料
理
に
お

い
て
風
味
を
改
善
す
る
効
果
を
も
っ
て

い
る
の
で
珍
重
さ
れ
、
ス
ー
プ
と
し
て

愛
好
さ
れ
、
ま
た
肉
料
理
に
添
え
ら
れ

る
高
級
そ
莱
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。日
本
料
理
と
し
て
は
、

吸
物
、
す
き

焼
、
焼
茸
、
土
瓶
蒸
し
、
三
杯
酢
等
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す。

写
真
H
栽
培
中
の
マ
ツ
シ
ユ

w
l

ム
菌
舎
寄

付

一
O
、

0
0
0円
下
村
木
町
岸
本
り
つ

(
宍
菊
松
の
遺
言
に
よ
る
香
志
)

一
O
、

0
0
0円

黒
谷
岩
崎
長
正

(
父
長
次
郎
死
去
に
よ
る
香
志
)

一
O
、

0
0
0
円

神

明
町
吉
森
孫
作

(
長
男
茂
男
の
遺
志
に
よ
る
香
志
)

四
、

0
0
0円
釈
迦
堂
大
島
利
義

(
父
源
吾
死
去
に

よ
る
香
志
)

一、

C
C
C
円

桜

枕

沢

田

昇

(二

男
浩
之
死
去
に
よ
る
香
志
)

一、

0
C
C円
大

町

石

塚

光

義

(
拾
得
金
交
付
金
)

二
C
C
円

高

島

英

雄

(
拾
得
物
届
出
報
労
金
〉

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
援
護
金
と
し
て

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

五

O
O円
匿

名

肢
体
不
自
由
児
に
対
す
る
援
護
金

ゴ』

、、、、、

集

め

自

動

車

購
入

ゴ

ミ

箱

は

必

ず

備

え

つ

け

を

こ
の
ほ
ど
ゴ
ミ

の
処
理
を
早
く
す
る

た
め
小
型
四
輪
自
動
車

(ト

ヨ
ベ
ッ
ト

二
ト
ン
積
〉
一

台
を
お
よ
そ
七
三
万
円

で
購
入
し
ま
し
た
。

な
お
ゴ
ミ
集
め
に
つ

い
て
は
、
ご
期

待
に
そ
う
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
河
川
を
は
じ
め
小
川
ヘ
ゴ
ミ
を
捨

て
る
方
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
川
を
掃
除

し
て
も
一
一
、
一
一
一
日
で
元
通
り
と
い
う
状

態
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
伝
染
病
が
流
行

す
る
時
期
で
あ
り
、
住
み
よ
い
環
境
を

つ
く
る
上
か
ら
も
お
互
い
が
協
力
し
て

小
川
ヘ
ゴ

ミ
た
捨
て
な
い
よ
う
、
そ
し

て
ゴ
ミ
箱
は
必
ず
備
付
け
ら
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ハ
写
真
、
ゴ
ミ
集
め
自
動
車
)

産
業
文
化
会
舘
募
金
状
況

(
6月
初
日
現
在
〉

マ
市
外
篤
志
者

一
五
万

円

室

清

証

券

室

政

大

郎

二
万

円

東

京

都

飯

坂

き

く

一
万
円

川
崎

市

黒

崎

政

吉

五
千
円
東
京
都

川
原
田
政
大
郎

累

計

一

二

八
万

一
千
円

マ
市
内
篤
志
者
累
計
三
一
万
四
千
円

マ
商
工
業
団
体

五

O
万

円

魚

津

製

綱

所

一
六
万

円

製

材
木
材
組
合

一
O
万

円

泰

平

製

作

所

五
万
円

豆
富
組
合

五

万

円

美

容

組

合

三
万
円

北
酸
株
式
会
社

二
万
五
千
円
協
和
工
業
虎
谷
新
大
郎

二
万
円

丸
八
商
会
大
崎
利
男

一
八
万
八
千
円
書
籍
組
合
そ
の
他

累
計
一
、
八
三
六
万
九
千
円

マ
漁
業
団
体

一
O
万
円

藤
吉
組
浜
田
惟
和

累

計

三

O
万
円

マ

一
般
寄
付

八
百
万
円
の
内
入
金
分

一
四
七
万
三
千
円

魚

津

地

区

一
六
万
三
千
円

下

中

島
。

一一

一一万

二
千
円

上
中
島
。

ニ
O
万

六

千

円

松

倉

。

七
一

万
円

下
野
方
。

一
一
万
一
千
円

上
野
方
。

四
五
万
九

千

円

道

下

。

二
五
万
三
千
円

加
獄
。

一
八
万
円

片

貝

。

一
万
五
千
円

経

由

。

一
一
一
万
一
千
円

天
神

。

一
O
万
円

西

布
施
。

累

計

四

O
一
万
三
千
円

総

計

一
一
、
八
二
六
万
四
千
円

マ
募
金
を
完
納
さ
れ
た
区

魚
津
H
八
幡
、
鴨
川
、
上
町

一
、
角
川

下
新

一
、
三

ヶ
、
金
屋

一、

諏
訪
四

紺
屋
、
田
方
一
、
港
区

上
中
島
H
升
田
、
吉
野
、
出
、
升
方
区

下
野
方
H
大
光
寺

一一、

友
道
三
、
本
江

て

友
道
五
、
文
化
町
て
文
化
町

二、

友
道
一
一

、
友
道
本
町
、

友
道

一

本
江
新
町
、
友
道
四
、
木
江
二
、
三

回
、
友
道
六
区

加
積
H
吉
島
六
、
六
郎
丸
四

A
、
相
木

上
村
木
十
二
区

道
下
H
村
木
十
六
、
村
木
十
七
区

片
貝
日
平
沢

一
区

三
陸
大
火
義
援
金
品

マ
一
六
、

一一

O
円
日
村
木
光
妙
寺
仏

光
会
マ
一
、

0
0
0円
日
下
村
木
町

沖
田
区
振
興
会
青
年
部
マ
一
、

0
0

0
円
H
寺
町
勝
楽
寺
内
魚
津
合
掌
会

マ

一、

0
0
0円
H
上
村
木
町
石
淵
三

郎
マ
一
一
、

0
0
0円
H
金
屋
町
青
年

会

マ

三
、
五
五
四
円
H
村
木
校
下
青

年
団

マ

一
、
五
五

O
円
H
諏
訪
町

一

区マ
衣
類

一
包
H
友
道
吉
田
久
松

マ
グ

一
包
H
匿

名

マ

グ
ニ
包
H
真
成
寺
町

稲

垣

達

雄

マ

グ
八

O
O点
H
金
屋
町

青
年

会

マ

h
q

一
O
一
点
H
諏
訪
町
一

区
マ
。
一
三
八
点
H
諏
訪
町
二
区

マ

グ

四一
一一
一
点
目
諏
訪
町
三
区


